
会場：Ｋ108 

発表No. 大学名 概要 

Ｃ８ 徳島大学１ 

※概要のみ 

資料なし 

学びサポート企画部では、図書館と共同で学習関連のイベントを実施し
ています。開催したイベントについて、学生がどのように企画している
のか、そのイベントの反響はどうであったかを発表します。また、その
イベントの反響を生かし、これからどのようなイベントを企画・開催し
ていくかを報告します。 

Ｃ９ 帝京大学 
共読サポーターズは、2012年度から開始した読書推進プロジェクト「共
読ライブラリー」を図書館と一緒に盛り上げる学生組織です。毎月おこ
なっているビブリオバトル、棚づくり（書架展示）、レビュー投稿のほ
か、学園祭や図書館総合展への出展についてご紹介します。また、これ
らの活動の基となる研修制度についてもご報告します。なイベントを企
画・開催していくかを報告します。 

Ａ１ 中部大学 
中部大学図書館サポーターは新しい物事に意欲的にチャレンジする学生
に対して支援を行う中部大学チャレンジ・サイトのプロジェクトの１つ
として2017年度に発足しました。発足の経緯とともに、学部学科学年の
枠を超え、多様な視点でどのような企画に取り組んできたか、活動を通
して、気づいた点や今後の活動についても報告します。 



帝京大学 





共読ライブラリーの全体像 
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ファーストステージ 

2012年～2015年   
 

セカンドステージ 

2016年～ 
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大学全体で読書する仕組みづくり 
「読もう」ではなく「読みたくなる」システム 





共読サポーターの役割 
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共読サポーターズ2018 
学科 1年 2年 3年 4年 総計 

経済 7 6 1 14 

経営 1 1 

法律 1 1 1 1 4 

日本文化 10 2 4 2 18 

史学 3 2 1 6 

社会 3 5 1 2 11 

心理 2 1 2 1 6 

初等教育 5 1 1 7 

観光経営 1 1 

人間文化 2 2 

総計 34 18 10 8 70 



継続的に発展する組織を目指して 

１年生 

研修 

共読とは何
かを学び、
実践する 

２年生 

実働 

各種プロジェクト
の中核となる
（月例活動・青
舎祭） 

３年生 

運営 

・運営委員会を組
織し、全体の管理
を行う 

・新メンバーへの
教育・研修を行う 

４年生 

オブザーバー 

これまでの経
験をもとに３年
生のサポートを
行う 



共読サポーターズの組織 
共読サポーターズ 

代表 副代表 

広報・渉外 

総務・調整 

運営委員会 
（3年生） 

１年生 

２年生 
 

４年生 
 

※各学年にリーダー・サブリー

ダーをおく。 

（各学年の意見を取りまとめ、

運営委員会へ報告） 



共読サポーターの役割は？ 

■日常の活動やイベントの中で 

キャンパス、地域に 

本と読書の魅力を伝える 
 
■本と読書の魅力を発信するための日常の
活動やイベントを企画し実践する 



共読サポーターズの 
      発展的循環システム 

スキルの獲得 

実践する 

伝える 

14 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●スキルの獲得
例えばつい最近学んだ側板レイアウトのノウハウ。
こうしたスキルを他にもたくさん学んでいるはず。
でも、それを意識して実践に生かしている？
●実践する
スキルの獲得のためにも数多くの実践が必要。
なぜリコメンドをOPACに書くのか？棚作りをするのか？
学んだスキルを磨くための実践をどれだけ意識しているのか？
●伝える
学んだこと獲得したスキルを次の世代に伝える。
伝える（教える）ことで情報編集のスキルが上達する。
次の世代に伝えられるように実践を繰り返しスキルを身につける。


サポーターズ自身がどれだけ意識してこの循環システムを作れるか
そこに共読サポーターズの未来はある



「伝える」スキルの獲得 

 
 

研修内容 

目次読書法ＷＳ 

ビブリオバトルＷＳ 

側板作成ＷＳ 

レビュー投稿ＷＳ 

黒板本棚（棚づくり）ＷＳ 

読書術コース 



共読サポーターズの活動 
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ＭＯＮＤＯストリート作成 

4つのルーティン 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
読書会のファシリテーター育成



3冊のキーブックスから世界を広げ、 

ストーリーのある本棚を作る。 



「棚づくり」の手法 

1. テーマから連想 

2. キーブック３冊を選ぶ 

3. キーブックから広げる 

4. 本棚を創る 

5. ストーリーを語る（コメントカード） 
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MONDO-ROOM棚づくり 
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ＭＯＮＤＯストリート作成 

4つのルーティン 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
読書会のファシリテーター育成



●伝える対象を意識して選本するスキル 

 

●魅力的な情報の取り出し方を学ぶ 

 

●プレゼンテーションのスキルを 

  身に付ける 
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ＭＯＮＤＯストリート作成 

4つのルーティン 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
読書会のファシリテーター育成







プレゼンター
プレゼンテーションのノート
読書会のファシリテーター育成



 

ＭＯＮＤＯストリート作成 

4つのルーティン 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
読書会のファシリテーター育成



Mondoストリート 
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「黒板リコメンド」の要素 

1. 本のテーマを自分の言葉で表現
（要約） 

2. 本の中で気になる箇所を引用 

3. お薦めコメントをキャッチーに 

   つける 
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共読サポーターズの晴れ舞台 

●本の魅力を伝えるスキルの 

  お披露目の場 
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共読古本市 
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全国ビブリオバトル2017帝京大学予選会 
＠青舎祭 
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44 共読GO!! 
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 図書館総合展 
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図書館総合展 2012～ 
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図書館総合展 2015 
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図書館総合展 2016 
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図書館総合展 2017 
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活動を振り返って 
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ご清聴ありがとうございました 



中部大学 



第8回大学図書館学生協働交流シンポジウム

〜テーマA〜
学生協働の始まりから継続まで

中部大学図書館サポーター



１.中部大学図書館サポーターについて

２.昨年の活動について

他大学との交流/中部大学で行った企画

３.今年度の活動について

５.今後の活動について

６.活動を継続していくために

４.活動を通して得られたこと



春日井市

名古屋市

中部大学について

中部大学
7学部26学科 約11,000名

(2018年5月現在)



中部大学附属三浦記念図書館

・地下2階、地上3階
・蔵書冊数
約70万冊



図書館１階
ブラウジングコーナー・学生選書・ラーニングスペース・参考図書コーナー



図書館２階
人文/社会科学系図書・絵本コーナー・指定図書コーナー



図書館３階
自然/工学系図書・メディアスペース・オハイオラウンジ





＜チャレンジ・サイトとは？＞

新しいことにチャレンジする学生に対して

大学がサポートする中部大学独自のプロジェクト

趣旨

2017年

中部大学図書館サポータ―とは

中部大学チャレンジ・サイトのプロジェクトの１つとし
て発足

学生が主体的に図書館活動することで、

人間力を高める・図書館の向上を目指す



＜工学部＞
・機械工学科 １名

＜経営情報学部＞
・経営総合学科 ２名

・経営学科 １名

＜応用生物学部＞
 ・環境生物科学科 ２名

 ・食品栄養科学科 １名

＜生命健康科学部＞
・生命医科学科 １名

＜国際関係学部＞
・国際学科 ２名

＜人文学部＞
・日本語日本文化学科 ３名
・コミュニケーション学科 ４名
・心理学科 １名
・歴史地理学科 ３名

〈2017年〉

計１４名

〈2018年〉

計２１名

図書館サポータ―のメンバー



２.昨年の活動について
～他大学との交流～



最初は金城学院大学のリリアンと交流

金城学院大学「リリアン」見学 2017年6月22日



愛知大学「トッポ」見学 2018年2月17日



愛知大学 ブックパーティー

愛知大学は企画展示や
ビブリオバトルに力を入れている

↓
・展示はやり方次第で本の魅力
をより引き出せることを知った
・おすすめしている本を読みたく
なるほど話し方が上手だった



第７回大学図書館学生協働シンポジウム
２０１７年９月５日～６日
愛媛大学 城北キャンパス



図書館の悩み解決型ワークショップ



ワークショップ結果発表会



図書館総合展学生協働フェスタin東海（アンフォーレ）
2017年9月23日



トークセッション



ポスターセッション



学生交流型ワークショップ



昨年の活動について
～中部大学での活動～



図書館サポータ―珠玉の１冊2017年7月〜11月

〈図書館サポーター珠玉の１冊とは〉

サポーターメンバー、１人１人が好きだ、
紹介したいと思う本をジャンル関係なく
選び、ポップを添えて展示したもの。
発足して初の企画。



歴女選書 2017年11月～2018年5月

〈歴女選書とは〉

あまり歴史を知らない人でも
楽しめるように、親しみやすい
本をメインとした企画展示

〈例〉
・ゲームの登場人物のモデルと
なった偉人の本
・食べ物からたどる歴史の本



ブックパーティー
(図書館3階セミナールーム) 2017年11月29日

〈ブックパーティーとは〉

少人数のグループを作り、
グループ内で1人ずつ自分の

好きな本を紹介し、本を通し
て人と交流していくもの



ブックパーティーの様子

学生だけでなく聴講生や
職員とも交流



本の福袋 2017年12月20日～23日

〈本の福袋とは〉

テーマに合わせて選んだ本をラッピングし、
表面に張り付けたカードに一文やイラストを
添えて貸し出すというもの

⇒カードの一文で入っている本を想像し、
普段読まない本も手に取る機会を作る



本の福袋制作の様子

制作はゆとりを持って
準備することが大切だと学んだ



３.今年度の活動について



サポータ―通信の発行 2018年5月
サポーター通信の内容

・教職員おすすめ本
・図書館サポーターおすすめ本
・企画紹介
・図書館サポーター活動記録

館内配布用



中部大学附属三浦記念図書館

図書館サポーターだより＋

『 注文をまちがえる料理店 』
小国 士朗 / 著

ホールで働く従業員は全員認知症の
方々。
注文はまちがえてはいけないもの。
でも「こっちもおいしそうだし、ま、いっ
か」この言葉が出てくる人が広がって
いってほしいと感じました。

請求記号：493.758/O26
配置場所：3F/和図書4

『 浜村渚の計算ノート 』
青柳 碧人 / 著

理系科目は他人を慈しむ人間性否定しうるという
理由により排除されつつある中、１人の天才科学
者がテロ活動を起こす。
彼の作った有名な教育ソフトは生徒を予備催眠に
かけ命令次第で殺人の加害者にも被害者にもなる
というもの。
そんな世の中を１人の少女が救う？！

請求記号：913.6/A57/1
配置場所：2F/和図書9



発見の旅 2018年5月



図書館サポータ―珠玉の１冊第２弾
2018年6月

メンバーが増えたことで昨年よりも展示する本が増え、
飾りも華やかになった



BOOK LETTER RALLY 2018年7月

〈BOOK LETTER RALLYとは〉

☆カードに本の感想を書き、スタンプを集めると
グッズと交換できる。

☆カードはホワイトボードに掲示。
見た人がコメントを記入できる形式にする
→本を通した交流に繋げることが目的



レーザーディスクの紹介 2018年7月

レーザーディスク
→直径約３０cmのディスクで映像を両面合わせて約2時間
記録することが出きるもの。
モノクロで字幕のない時代の映画も記録されている。



レーザーディスク紹介ポスターと
ポップ



４.活動を通して得られたこと



活動を通して得られたこと

・他学部、他大学の学生との関わりができた

・企画を立てる難しさ、楽しさを知った

・学生の展示によって普段貸し出しされなかった
本が借りてもらえるようになった

➡PRの大切さを知った。



図書館サポーターの認知度の向上



コモンズサポータ―からの取材
2017年12月22日



中部大学後援会会報「信頼」



５.今後の活動について



今後の活動について

・資格問題集の充実
・マナーキャンペーンの実施
・広報活動
・本の魅力を伝える会
・山本周五郎を語る会
・CANブックパーティ
（中部大学、南山大学、愛知学院大学）
・学生協働フェスタ2018in東海



6.活動を継続していくために



サポータ―の仲間と
協力して、資料を
作成したり、当日の
準備をした時

自分が考えたものを
人が楽しんでくれた時

大勢の人の前で
話したり、企画展示
やPOP作りをした時

本好きな人と話す
機会が増え、
交流を深めることが
できた時

HAPPYな体験



もっと本の魅力を
いろんな人に
伝えたいと思った

努力することで、
勉強するだけでは
得られないことを
体験できた

利用者とは違う
立場で本に関わる
ことができた

作品が人の目に留まる
様子が見られ、もともと
殺風景に感じた図書館が
全体的に明るくなって
良かった

続けられる原動力になった
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